
 昭和３０年代の国道８号線の大規模舗装・改良

工事は、昭和４１年の米山大橋の開通により完了

したが、その前年に上輪橋が開通した。上輪橋開

通前の旧国道は、払川を上流まで迂回し、亀生橋

を経由しなければならなかった【写真①】。 

北国街道時代の上輪地区は鉢崎～笠島～青海川

間の米山三里中にあり、交通の難所であった。明

治１１年（１８７８）の明治天皇北陸御巡幸の際、

米山三里では馬車を使えなかったため、陛下は御

板輿に乗替えられ、供の者は徒歩で進んだ。（柏崎

市史下巻）これを契機に、明治１３年（１８８０）

に改修工事が決定した。当時新潟県で、道路改修

に国費補助を受けたのは、米山三里と親不知のみ

であった。明治１４～１６年に困難を極めた工事

が行われ、旧道より９００ｍ余り延長され、よう

やく馬車が通れる道となった（米山三里改修史）。 

この工事の際に使われた測量図には、胞姫神社

への参詣道途上の、現在の亀生橋付近に、橋が描

かれている【写真②】。なお、慶長２年（１５９７）

年の「越後国郡絵図一（頸城郡）」では、亀生橋に

相当する位置に、橋は描かれていない。（柿崎町の

歴史） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

胞姫神社は、安産祈願の参詣客で往時から賑わ

っている。文治２年（１１８６）、源義経が奥州平

泉への都落ちの道中、北の方静御前が亀割坂（上

輪橋の東端と上輪集落の中間付近）で産気付き、

この神社で安産祈願をした効能により、無事に亀

若丸を出産し、胞衣（えな：胎児を包んでいた臍

帯、胎盤、膜のこと）を胞姫神社に納めたとの伝

説があり、亀生橋の名もこれに由来すると思われ

る。明治末から大正の亀生橋は、現在とは異なり、

吊橋（トラス橋）である【写真③】。昭和１２年度

に、新潟県は米山三里を延長２ｋｍ、幅５．５ｍ

の観光道路として改修するため３万円の予算を計

上したが、戦争の激化により完成には至らなかっ

た。（柿崎町史） 上輪大橋完成後、胞姫神社の参
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詣客が、上輪大橋の西端から通行できるようにな

ってから、亀生橋を利用する人は、ほとんどなく

なった。 
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③米山三里ノ内上輪ノ釣橋 

小竹コレクション絵葉書 

 


